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１．変更理由 立地企業の要請に対処するため、鋼管地区の専用埠頭計画及び水域施設計画を変更する。   
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２．港湾の施設の規模及び配置 

２－１ 専用埠頭計画 （１）専用埠頭の現況 専用埠頭の現況は、次のとおりである。 表２－１－１ 専用埠頭の現況 地区 施 設 名 施設規模 状 況 水深 延長 ﾊﾞｰｽ数 鋼管 輸出 No.4,No.5(岸壁) -11ｍ 350ｍ 2 既設  国内製品 22,23,24(岸壁) -7ｍ 300ｍ 2 既設  バラス(岸壁) -7ｍ 181ｍ 1 既設  待機物揚場 -4ｍ 223ｍ － 既設   （２）専用埠頭の利用状況 専用埠頭の主要取扱貨物等の利用状況は次のとおりである。 

 図２－１－１ 今回計画する専用埠頭の取扱状況(平成25年)   

品　目 輸出 輸入 移出 移入石 炭 0 8,572 654 22鉄 鉱 石 0 16,793 0 0金 属 鉱 0 0 0 5砂 利 ・ 砂 2,114 291 850 9石 灰 石 0 15 1 1,553非 金 属 鉱 物 0 207 0 129鉄 鋼 0 0 1,400 0鋼 材 5,247 0 1,210 0重 油 0 0 0 140石 油 製 品 0 0 0 0その他石油製品 0 0 1 0コ ー ク ス 0 66 0 8化 学 薬 品 4 20 193 38金 属 く ず 17 0 10 114廃 棄 物 0 0 2 2小 計 7,381 25,962 4,320 2,019合 計
鋼管地区

39,682千㌧
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（３）専用埠頭計画の必要性 鋼管地区に立地する鉄鋼メーカーは、販路拡大によるアフリカ・中東・北米・中南米等の遠隔地へ鉄鋼製品の輸出増加を計画している。また、国際競争力を強化するためには、大型船舶輸送による輸送コストの低減が必要である。しかし、輸出 No.4,No.5(岸壁)(-11m)の現延長では大型船の 2 隻同時接岸が困難なことから、それに対応した施設を整備する必要がある。  （４）専用埠頭の対象船舶 港湾の技術基準では、「対象船舶が特定できる場合にはその主要諸元を用いることができる」とされている。今回の福山港における計画変更では、対象船舶が特定されているため、就航する船舶の実諸元からバース長と水深を設定した。 対象船舶の諸元は、下記のとおりとする。 表２－１－２ 対象船舶の諸元 岸壁・ドルフィン 船型 船長 幅員 最大喫水 国内製品 22,23,24 5,212DWT 92m 15m 6.3m 輸出№4,№5 61,311DWT 200m 33m 10.0m 特殊船 6,200DWT 153m 30m 5.2m バラス 6,300DWT 114m 17m 6.3m    
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（５）専用埠頭の必要延長 岸壁の必要延長は、対象船舶の船長及び幅員から以下に示すとおりである。 表２－１－３ 専用岸壁の必要延長 岸壁 船型 船長 幅員 必要延長 今回計画 延長 単独 バース延長 バース延長 合計 国内製品22,23,24 4,655DWT 92m 15m 107m 203m 210m 5,212DWT 81m 15m 96m 輸出№4,№5 61,311DWT 200m 33m 233m 466m 470m 61,311DWT 200m 33m 233m  （６）専用埠頭の必要水深 専用埠頭の水深は、次式に示すとおり、最大喫水に余裕水深を 10%見込んだ値とし、その結果は、以下に示すとおりである。 岸壁水深＝最大喫水＋余裕水深（最大喫水×10%） 表２－１－４ 専用岸壁の必要水深 岸壁・ドルフィン 船型 最大喫水① 余裕水深② （①×10%） 必要水深（①＋②） 国内製品 22,23,24 5,212DWT 6.3m 0.63m 6.93 ≒ 7m 輸出№4,№5 61,311DWT 10.0m 1.00m 11.00 ＝ 11m 特殊船 6,200DWT 5.2m 0.52m 5.72 ≒ 6m バラス 6,300DWT 6.3m 0.63m 6.93 ≒ 7m  （７）今回計画する専用埠頭の規模及び配置 今回計画する専用埠頭の規模及び配置の考え方は、次のとおりである。 表２－１－５ 今回計画する専用埠頭の規模及び配置 地区 施設名 水深 延長 ﾊﾞｰｽ数 ・基 状 況 規模及び配置の考え方 
鋼管 輸出 No.4,No.5 -11ｍ 470ｍ 2 新規計画 対象船舶に対応した施設規模とし、既存岸壁同位置に配置する。 国内製品 22,23,24 -7ｍ 210ｍ 2 新規計画 バラス(ドルフィン) -7ｍ － 1 新規計画 特殊船(ドルフィン) -6ｍ － 1 新規計画 
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                            図２－１－２ 今回計画する専用埠頭の位置図   

既  設 

今回計画 ○岸壁(-11)2B 470ｍ[新規計画] ○岸壁(-7)2B  210ｍ[新規計画] ○ドルフィン(-7) 1B［新規計画］ ○ドルフィン(-6) 1B［新規計画］ 

○岸壁(-11)2B 350ｍ ○岸壁(-7) 3B 481ｍ ○物揚場(-4) 223ｍ 
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２－２ 水域施設計画 （１）泊地計画 ① 泊地計画の必要性 鋼管地区の専用埠頭計画に対応した泊地を計画する。  ② 今回計画する泊地の規模及び配置 今回計画する泊地の規模及び配置の考え方は、次のとおりである。 表２－２－１ 今回計画する泊地の規模及び配置 地区 水深 面積 状 況 規模及び配置の考え方 鋼管 -11ｍ 1.2ha 新規計画 対象船舶が接岸するために必要な水域を、係留施設前面に確保する。 -7ｍ - 新規計画 -6ｍ 0.6ha 新規計画                 
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                           図２－２－１ 今回計画する泊地位置図   

既  設 

今回計画 ○泊地(-11) 1.2ha［新規計画］ ○泊地(-6) 0.6ha［新規計画］ 
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（２）航路・泊地計画 ① 航路・泊地計画の必要性 専用埠頭計画に対応した航路・泊地を計画する。 なお、航路・泊地は既設の航路の一部を航路・泊地に区分し、設定する。  ② 今回計画する航路・泊地の規模及び配置 今回計画する航路・泊地の規模及び配置の考え方は、次のとおりである。 表２－２－２ 今回計画する航路・泊地の規模及び配置 地区 水深 状 況 規模及び配置の考え方 鋼管 -11ｍ 新規計画 対象船舶の航行安全性を確保するため、操船に必要な面積（回頭円：２L）を施設前面に確保する。   なお、鋼管地区においては、既設の航路の一部を航路・泊地に変更する。                   
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 図２－２－２ 今回計画する航路・泊地位置図 
  

既  設 ○福山港分岐航路 幅 300ｍ 

今回計画 ○航路・泊地(-11) [新規計画] 
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（３）操船例図 今回、新たに計画する泊地に係わる操船例図は、次のとおりである。              図２－２－３（１）操船例図(鋼管地区：国内製品22,23,24岸壁)               図２－２－３（２）操船例図(鋼管地区：輸出No.4,No.5岸壁) 

入 港 船出 港 船凡　例

入 港 船出 港 船凡　例

船種 船長 船幅 最大喫水 対象船舶貨物船 92.0m 15.0m 6.3m 5,212DWT級

船種 船長 船幅 最大喫水 対象船舶貨物船 200.0m 33.0m 10.0m 61,311DWT級
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             図２－２－３（３）操船例図(鋼管地区：特殊船ドルフィン)              図２－２－３（４）操船例図(鋼管地区：バラスドルフィン) 
  

入 港 船出 港 船凡　例

入 港 船出 港 船凡　例
船種 船長 船幅 最大喫水 対象船舶特殊船 153.0m 30.0m 5.2m 6,200DWT級

船種 船長 船幅 最大喫水 対象船舶貨物船 114.0m 17.0m 6.3m 6,300DWT級
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３．環境の保全に関する資料 

３－１ 環境への評価と影響 （１）大気質への影響と評価 今回の港湾計画の変更に伴う大気質への影響は、大気質への負荷が著しく増大するものではないことから、大気質に与える影響は軽微であると考えられる。 
 （２）潮流への影響と評価 今回計画による泊地浚渫は、既存施設前面の一部であり計画により著しい地形改変等は想定されないことから、周辺の潮流への影響は軽微であると考えられる。  （３）水質への影響と評価 今回の港湾計画の変更は、海域への新たな負荷を伴う施設の立地はなく、また潮流への影響も軽微であることから、周辺海域の水質への影響は軽微であると考えられる。 
 （４）生態系への影響と評価 今回の港湾計画の変更に伴う大気質、潮流、水質への影響は軽微であることから、生態系への影響は軽微であると考えられる。 
 

 

３－２ 総合評価 今回の港湾計画の変更に伴う環境に及ぼす影響について検討した結果、その影響は軽微であると考えられる。 なお、本計画の実施にあたっては、工法・工期等について十分検討し、十分な監視体制のもとに、環境に与える影響を少なくするよう慎重に行うものとする。 
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４．その他の資料 

４－１ 新旧法線対照図 

               図４－１－１ 新旧法線対照図 
 

 

  



----    11114444    ----    

４－２ 地方港湾審議会委員名簿  表４－２－１ 広島県福山港地方港湾審議会委員名簿                                             (敬称略・順不同)(平成 28 年 2 月現在) 区 分 氏 名 所 属 学識経験者 田 辺  和 康 福山大学工学部教授 
港湾関係者 
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